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コース概要 

 

このコースは、日本語能力試験 N１（または 1級）にすでに合格している学生、

およびそれと同等のレベルの学生を対象とし、さらに高度で自然な日本語の運

用能力を身につけることを目指す。具体的には次のようなレベルを目標とする。 

 ・読む：日本語能力試験 N1 レベルの表現を身につけ、新聞や小説、ネット記事

などの文章を、辞書を使いながら正確に速く理解する。 

 ・書く： N1 レベルの表現、漢字を使い、いろいろな状況で必要な文を作り出せ

る。 

 ・話す： 敬語を正しく使用し、ppt を使った発表をしたり、状況に応じて適切な発

言ができる。 

 ・聞く： 日本人の日常会話やテレビ番組、映画などを聞き取り、理解できる。 

 

 

使用教材 

『新にほんご敬語トレーニング』金子広幸著, ASK 

そのほか、教員の作成した、N1およびそれ以上の文法を学ぶための教材を配付

する。ほかに、必要に応じて新聞、小説、ネット記事などの生教材を使用する。 

 

課題／宿題 

随時課題を出すので、必ず提出すること。 

 

出席 

出席が求められる。欠席する場合は必ず連絡すること。80％以下になった

場合、成績は出ない。また、遅刻 3回で欠席 1回とする。 

 

評価 

評価は以下の項目によって行う。 

1. 文法及び漢字は、定期試験に加えて各課ごとに小テストを行う。 

2. 出席や授業への参加姿勢、課題の提出も重視する。 

3. ポスターセッションは、発表だけでなく、準備の過程、発表後のレポートを含め

て評価する。 

4. 配点の比率は以下の通り。 

定期試験（２回） 20%, 20% 

小テスト 10% 

漢字テスト 15% 

宿題・課題 10% 

授業への参加・態度 10% 

ポスターセッション ５% 

出席 10% 



コーススケジュール                            ※スケジュールは学生の進捗状況によって変更する。 

以下のスケジュールは進度の目安を示すものである。学生の人数、レベル、進捗状況その他の事情に

よって変わることがある。 

週 上級文法 

第１週 

 

プレイスメントテスト・オリエンテーション 

第１課 「かごんではない」「ためしがない」「べくもない」ほか 

第２週 

 

第 1課続き 

第３週 

 

第２課「～にはおよばない」「以外のなにものでもない」ほか 

第４週 

 

第３課 「てもさしつかえない」「むりもない」ほか   

第５週 

 

第 4課「ほうがまし」「はめになる」など 

第６週 

 

第５課 「～だい／かい？」「～ってば」「～のなんの」ほか          

第７週 

 

第６課 「～をかねて」「～における」「～にのっとって」ほか 

第８週 

 

第７課「～にかかっては」「～にてらして」ほか 

第９週 

 

第 8課「～をかねて」「～における」ほか中間試験 

第１０週 

 

第９課、「いう」を使った表現「～といった」「これといって～ない」ほか 

第１１週 

 

第 10課「～というか～というか」「～にいわせれば」ほか 

第１２週 

 

第 11課「～とあれば」「～ともあろうものが」ほか 

第１３週 

 

第 12課「～としたことが」「～におかれましては」ほか 

第１４週 

 

第 13課「～はさておき」「～ならいざしらず」ほか、ポスターセッション 

第１５週 

 

復習・キャッチアップ・予備日 

 

第１６週 

 

期末試験・復習 

 


